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テーマ：東日本大震災被災地での子供の学習支援について
講　師：ＮＰＯ法人アスイク　代表理事　大橋　雄介氏
日　時：2013年10月19日（土）14:00 ～ 17:00

場　所：トヨタ自動車（株）池袋アムラックスビル６階６０４会議室

	


【概　要】

日本における子どもの相対的貧困率は15.7％（2009年）という現実に対して
アスイクでは、「日本の相対的貧困の問題を、企業、行政、市民のチカラを結集して解決し、 東日本大震災後の新しい社会像を築く」ことをミッションに「仮設住宅での学習サポート」「まなび場の立ち上げる」「学びとくらしの安心サポート」をされています。その活動内容についてお話頂きました。
●「避難所生活を送る子供たちがハンデを負わないように」
震災直後、学習サポートで避難所を回るが、まず衣食住で子供の教育は後回し。
やっと1箇所で実施でき、子供の笑顔を見てやってよかったと実感。

ダンボールを机にして勉強した。
●「仮設住宅でも活動を継続」
現在も6箇所で学習サポートを実施。‘みなし仮設住宅’での支援も実施している。

●「子どもとボランティアの関係づくりを重視」
人間関係づくりをベースとした学習サポート。

単発のボランティアは×。3ヶ月以上続く人のみがボランティアをしている。

●「ボランティアの育成にも注力」

コーチング等の研修も実施している。

●「巨大な貧困問題に対し、それまでの活動形態には限界も」
日本における子どもの貧困率１５．７％　＞活動規模、学習向上効果、継続性

週１回１時間で学習向上効果は？

●「貧困層を巨大な【未消費マーケット】と、とらえ直す」
従来は　貧困層は非顧客であった。
· 「ｅラーニングのベンチャー企業との事業提携」
「地域の市民・ＮＰＯのエンパワメント」

企業と貧困層のサプライチェーンをつなぐ。
企業・ＮＰＯ双方にとってメリットのあるスキームに。
· 「ｅラーニングによって、学力が高まりやすくなる」
同質化できる。子ども「ｅラーニングの方はおもしろそう」
●「現場で生まれているストーリー」
・学校とは違う表情をみせる問題児
・笑顔で話しかけられるようになったＤＶ被害の女子中学生
・ここが学校だったらいいのにとつぶやく女子中学生

●「当事者が問題解決の担い手になることも可能に」
被災者が自宅によんで教室をひらく。
●「仙台市と協業事業に発展」
継続性を担保、対応の幅を拡大
「せんだい学びとくらしの安心サポート共同体」設立
困窮者のアセスメント・就業支援などを手がける一般社団パーソナルサポートセンター、家計に関する相談・貸付などを担うみやぎ生協、それとアスイクの3社で結成し、それぞれの領域・強みを生かして事業を推進。
親から子への「貧困の連鎖」の解消を目指す
まなび場を通じて、つながり、より本質的なサポートへ
●現場から見える課題
・問題が根深い家庭への対応。（主に保護者の問題）

学校に行かない仮設の小学生。高校に行かないと打ち明ける中学生等。

・スタッフの精神的なケア

●震災と貧困問題の結びつきに気付く

①あぶりだされた貧困

元から余裕のなかった世帯が取り残される。

②不利の連鎖

③問題のタイムラグ（震災から1年以上すぎて） 
経済環境、家庭・友人環境の変化。
④支援の弊害
ねたみ等
震災だけでなく、貧困は根付いている課題。震災によってあぶりだされた。

【所　感】
アスイク様の活動に対して、被災地の子どもたち、被災地に限らず日本中の貧困層の子どものために貧困の連鎖の解消を目指して、多くの子どもたちのサポートを期待します。

多くの子どもたちの笑顔が見たいですね。
報告者　30期　　上野　克彦
